
 教育のデジタル化を円滑に推進するためには、そのための体制づくりと果たすべき役割を明確にする
必要があります。ここで、教育委員会（特に、教育ＣＩＯ（Chief Information Officer）としての機能）
と学校における管理職（学校ＣＩＯ）の役割についてリストを示します。 

教育委員会（教育ＣＩＯ） 学校（学校ＣＩＯ） 

教育の情報化のビジョン 
・教育の情報化のビジョンの策定、振興
基本計画等への盛込み
・総合教育会議での協議・調整

・教育の情報化のビジョンの普及
・学校の実態に応じた重点的な取組

推進体制の整備 

・教育ＣＩＯ、教育ＣＩＯ補佐官の連携に
よる情報化の推進
・推進担当部署の設置と組織横断的な
取組
・学校の情報化を支援

・校長、副校長（教頭)、教務主任による
リーダーシップの発揮
・情報化を担当する校務分掌の位置付
け

情報化による授業改善
と 情報教育の充実 

・モデルカリキュラムの開発
・調査研究の推進

・教育課程への位置付け
・実践と評価

学校のＩＣＴ環境の整備 
・整備計画の策定とそれに基づく整備
・実態調査の実施・分析
・システムの管理・保守の委託

・運用・配置・活用の工夫

校務の情報化 ・システムの整備 ・効率化、情報共有の実現

リスクマネジメント

・教育情報セキュリティポリシーの策定
と監査
・個人情報保護や情報漏洩事故への
対応

・教育情報セキュリティポリシーの遵守、
運用

情報公開・広報・公聴 
・教育委員会による情報発信
・パブリックコメント制度の活用
・コンテンツの配信

・学校ウェブサイト等による情報発信
・保護者・地域住民との双方向コミュニ
ケーション

人材育成・活用 
・管理職、情報化担当教員等の研修
・外部人材の活用

・校内研修
・ＩＣＴ活用指導力の育成

ＩＣＴ支援員 
・支援体制の整備
・ＩＣＴ支援員の雇用･配置

・ＩＣＴ支援員の活用

評価 ・事業評価・学校評価 ・自己評価

教育委員会が、総括的な責任をもって域内における学校
のＩＣＴ化を進めるための教育ＣＩＯとしての役割は非
常に大きいですが、実際に総括的な責任をもって学校のＩ
ＣＴ化を進めるのは、学校ＣＩＯとしての管理職です。ま
た、実際に学校を動かすのは管理職であり、特に校長です。 
校長は、ＩＣＴ活用の意義をよく理解し、リーダーシッ

プを発揮して校内のＩＣＴ化を推進していく体制を整え
る必要があります。大切なのはスキルではなく、理解と周
知とマネジメント力です。また、常時、校内の教職員にデ
ジタル化の重要性・必要性を正しく伝えるなど、校内でリ
ーダーシップを発揮していくことが求められます。 

・教育委員会・学校における情報化の推進体制（文部科

学省） 

 
関連資料 

  資料１ 教育のデジタル化に関する推進体制 

教科等の指導におけるＩＣＴ活用  
１ 教育委員会及び学校の管理職の役割 

教育委員会と学校が連携した教育の情報
化の推進体制 
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 学習指導要領で求める「情報活用能力」の育成のためには、必要な環境を整える必要があり、それら
を活用した授業の準備や機材の保守など、学校や教師に大きな負担が発生します。しかし一方で、学校
では教員の負担が社会的な問題にもなっており､｢教員の働き方改革」の必要性が注目を集めています。
このような課題の解決方策として、大きな可能性をもっているのがＩＣＴ支援員をはじめとした外部人
材の活用です。｢ＧＩＧＡスクールサポーター」､｢ＩＣＴ支援員」などの外部人材の概要について、以下
に示します。 

 また、文部科学省は、令和４年度ＩＣＴ活用アドバイザー事業の後継事業として、令和５年度は、学
校ＤＸ戦略アドバイザー事業で課題を抱える自治体・学校に特に集中的に支援を行うなど、地域間・学
校間の格差解消に向けた取組を実施しています。以下の事業概要及びポータルサイトを参考にしてくだ
さい。 

・教育の情報化に関する外部人材（文部科学省）

・学校ＤＸ戦略アドバイザー事業ポータルサイト（文部科学省）

  
２  ＩＣＴ支援員をはじめとした外部人材の活用 

 
関連資料 

学校ＤＸ戦略アドバイザー事業 

ＧＩＧＡスクールサポーター、ＩＣＴ支援員の概要 
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